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本
尊
と
な
る
神
に
こ
の
炉
の
所
ま
で
来
て
頂
き
、
火
天
の

口
を
通
し
て
本
尊
に
供
物
を
届
け
て
供
養
す
る
。
そ
の
時

に
供
物
を
捧
げ
る
祈
り
の
言
葉
が
、
真
言
、
呪
文
の
最
後

そ

わ

か

に
唱
え
る
「
薩
婆
訶
」（
ス
バ
ー
ハ
ー
）
と
い
う
決
ま
り

文
句
で
す
。

密
教
の
護
摩
供
で
は
、
更
に
大
事
な
考
え
方
が
加
わ
る

と
さ
れ
ま
す
。
火
に
投
ぜ
ら
れ
る
供
物
は
本
尊
へ
の
お
供

え
物
で
あ
る
と
同
時
に
煩
悩
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
煩
悩
は
行
者
及
び
願
主
、
引
い
て
は
す
べ
て
の
衆
生
の

煩
悩
で
あ
り
、
そ
れ
を
智
慧
を
表
す
火
、
智
火
で
焼
き
尽

く
す
の
で
す
。
注
ぐ
油
は
光
明
と
い
う
智
慧
を
表
す
と
共

む
さ
ぼ

に
、根
本
煩
悩
で
あ
る
む
貪
り
、無
明
を
表
し
、五
穀（
米
、

大
麦
、
小
麦
、
小
豆
、
大
豆
、
な
ど
）
は
覚
者
が
備
え
る

五
つ
の
功
徳
で
あ
る
と
同
時
に
貪
、
瞋
、
痴

慢
、
疑
の

う
る
ち

五
煩
悩
を
表
す
と
さ
れ
ま
す
。
粳
米
、
芥
子
、
胡
麻
の
供

物
は
、
善
を
増
大
、
悪
を
降
伏
、
災
い
を
消
滅
（
息
災
）

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
貪
、
瞋
、
痴
の

三
つ
の
根
本
煩
悩
を
表
し
て
い
ま
す
。

現
実
の
炉
の
中
で
燃
や
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
油
で
あ

り
五
穀
な
ど
の
供
物
で
す
。
こ
の
炉
の
中
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
が
本
尊
の
方
で
は
そ
の
力
の
増
大
に
働
き
、
一
切

衆
生
を
含
ん
だ
行
者
の
側
で
は
煩
悩
の
焼
尽
に
働
く
わ
け

で
す
。
行
者
は
現
実
の
炉
の
中
の
火
を
司
り
、
同
時
に
本

尊
と
行
者
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
観
想
の
文
に
は
「
三

処
同
一
体
な
り
、
大
壇
即
ち
護
摩
、
護
摩
即
ち
己
身
、
己

身
即
ち
火
天
、
火
天
即
ち
大
日
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
本

尊
の
居
ら
れ
る
大
壇
と
行
者
の
身
体
、
火
天
の
炉
（
護

摩
）、
こ
の
三
処
が
同
じ
で
あ
る
と
観
想
す
る
こ
と
に
依

っ
て
、
実
際
の
火
に
よ
っ
て
護
摩
壇
の
炉
で
起
こ
る
こ
と

が
、
本
尊
の
大
壇
で
も
行
者
の
己
身
で
も
実
際
の
現
実
と

な
る
と
云
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行
者
と
願
主
に
は
煩
悩
の
焼
尽
が
も
た
ら
さ
れ
、
本
尊

の
側
に
は
衆
生
済
度
の
誓
願
の
成
就
が
約
束
さ
れ
る
で
し

ょ
う
。
通
常
の
護
摩
供
は
堂
内
の
限
ら
れ
た
空
間
で
あ
る

道
場
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
野
外
で
の
大
護
摩
は
、
多
く
の

人
と
願
主
、
そ
し
て
行
者
が
身
口
意
の
三
密
行（
合
掌
し
、

真
言
を
唱
え
、
本
尊
を
想
う
）を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
大
き
な
功
徳
を
も
た
ら
す
の
で
す
。

世
の
中
の
、
争
い
の
な
い
平
安
の
た
め
に
、
貪
り
、
怒

り
、
無
知
の
根
本
の
煩
悩
を
智
慧
の
炎
で
焼
き
尽
く
し
、

仏
天
の
加
護
の
力
を
蒙
っ
て
、
祈
り
と
共
に
そ
の
歩
み
を

一
歩
一
歩
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

突き抜ける初夏の晴天に向かい立ち昇る炎、大行満大阿闍梨が世界平和と人々の幸せを祈る

争争いいののなないい平平安安ののたためめにに

令
和
5
年
比
叡
山
か
ら

発
信
す
る
言
葉

真
の
心
を
開
き
発
こ
す

比
叡
山
１
面
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ご
購
読
は
延
暦
寺

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

去
る
5
月
20
日
、
21
日
の
両
日
、
比
叡
の
大
護
摩
の
法

要
を
勤
め
ま
し
た
。
時
あ
た
か
も
先
進
七
カ
国
首
脳
会
議

が
広
島
で
開
催
さ
れ
、
19
日
に
は
各
国
首
脳
が
原
爆
死
没

者
慰
霊
碑
の
前
で
祈
り
を
捧
げ
る
様
子
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
比
叡
山
で
も
多
く
の
参
列
随
喜
の
方
々
と
共
に
世
界

平
和
を
祈
り
、
除
災
招
福
の
祈
り
を
捧
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、護
摩
供
と
は
イ
ン
ド
の
原
語
で
ホ
ー
マ
と
云
い
、

漢
字
で
音
写
し
て
護
摩
、
意
味
は
「
火
の
中
に
投
げ
入
れ

る
こ
と
」
で
す
。
イ
ン
ド
の
婆
羅
門
（
祭
官
）
が
神
々
を

供
養
す
る
た
め
に
炉
を
作
り
火
を
燃
や
し
供
物
を
火
に
投

じ
、
諸
願
の
成
就
を
祈
る
祭
儀
ホ
ー
マ
が
、
仏
教
の
密
教

で
も
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

神
々
と
人
間
と
の
や
り
取
り
と
し
て
の
祭
儀
は
、
神
に

お
供
え
物
を
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
の
願
い
を
叶
え
て

も
ら
う
と
い
う
素
朴
な
心
情
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
護
摩
供
は
特
に
そ
の
お
供
え
物
が
火
に
よ
っ

て
燃
や
さ
れ
て
無
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
神
に
確
実
に
届

け
ら
れ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
火
も
ま
た
神
の

一
員
で
火
天
と
し
て
供
物
を
届
け
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

火
を
燃
や
す
炉
は
火
天
の
口
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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新
緑
の
比
叡
で
2
日
間
を
か
け
大
護
摩
供
奉
修

世
界
平
和
へ
祈
り
の
輪
さ
ら
に
大
き
く

諸
宗
教
指
導
者
が
比
叡
山
に
集
い
、
世
界
平
和
の
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
た
「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
の
精
神
を

継
承
し
、
北
嶺
回
峰
行
者
が
世
界
平
和
と
除
災
招
福
を
祈
る
「
比
叡
の
大
護
摩
」
が
、
５
月
２０
日
、
２１
日
の
両
日
、

比
叡
山
西
塔
峰
道
の
伝
教
大
師
尊
像
前
に
て
奉
修
さ
れ
た
。
令
和
３
年
以
来
２
年
振
り
と
な
る
大
護
摩
供
は
新
た
な

形
で
ス
タ
ー
ト
し
、
両
日
で
約
２
０
０
０
人
が
参
列
。
人
々
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
約
３
万
５
千
本
の
護
摩
木
が
北

嶺
回
峰
行
者
に
よ
り
立
ち
昇
る
炎
へ
と
投
じ
ら
れ
た
。

5
月
20
日（
土
）第
一
日
目

天
空
へ
と
立
ち
昇
る
炎
に
願
い
を
託
す

第
二
、三
座

光
永
圓
道
大
阿
闍
梨

第
一
座

藤
波
源
信
大
阿
闍
梨

不
滅
の
法
燈
を
奉
安

護摩木に願いを書き込む

第
二
、三
座

叡
南
浩
元
大
阿
闍
梨

会
場
に
は
両
日
と
も
数
珠
製
作
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
写
真
上
）
や
ス
イ
ー
ツ
、
イ
チ
ゴ
、
プ

チ
ト
マ
ト
等
の
店
頭
販
売
が
行
わ
れ
、
催
事
に
彩
り
が
加
え
ら
れ
た
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大阿闍梨による立印加持

5月21日（日）第二日目
世界平和の実現と心身の安寧を祈る

第
一
座

上
原
行
照
大
阿
闍
梨法要後の行者による数珠加持

比叡山上から世界平和を祈る

ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
Ⅱ
世
聖
下
の
提
唱

に
よ
り
、
１
９
８
６
年
１０
月
、
イ
タ
リ
ア
の
聖
地
ア

ッ
シ
ジ
に
て
、
世
界
の
諸
宗
教
者
指
導
者
に
よ
る
世

界
平
和
を
希
求
す
る
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。
比
叡
山

延
暦
寺
で
は
そ
の
精
神
を
継
承
し
、
昭
和
６２
年
（
１

９
８
７
）
に
、
世
界
の
代
表
的
宗
教
指
導
者
を
比
叡

山
上
に
招
き「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い（
比

叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
）」
を
開
催
し
た
。

「
比
叡
の
大
護
摩
」
は
、
そ
の
「
平
和
の
祈
り
」

に
て
、
比
叡
山
上
か
ら
世
界
へ
と
発
信
さ
れ
た
「
平

和
へ
の
真
摯
な
祈
り
」
の
更
な
る
広
が
り
と
、
全
て

の
宗
教
者
が
相
互
協
力
の
も
と
果
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

「
寛
容
と
奉
仕
」
の
行
業
実
践
へ
の
つ
な
が
り
を
願

い
、「
２１
世
紀
に
向
け
比
叡
山
が
果
た
す
べ
き
大
き

な
課
題
」
と
し
て
、
そ
の
翌
年
、
よ
り
多
く
の
人
々

と
平
和
へ
の
祈
り
の
輪
を
共
有
す
る
た
め
に
修
さ
れ

た
こ
と
を
始
ま
り
と
す
る
。

法
要
は
比
叡
山
の
「
三
大
地
獄
」
の
一
つ
と
例
え

ら
れ
る
荒
行
「
北
嶺
千
日
回
峰
行
」
を
満
行
し
、
大

行
満
大
阿
闍
梨
と
な
っ
た
４
名
の
大
阿
闍
梨
を
導
師

に
、
全
国
よ
り
比
叡
山
に
北
嶺
回
峰
行
者
が
集
結
し

て
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
膨
大
な
量
の
護
摩
木
を
焚

き
上
げ
、
世
界
平
和
と
共
に
各
々
の
諸
願
成
就
が
祈

ら
れ
た
。

炎舞に身を焦がしながら修す護摩行

水
尾
寂
芳
延
暦
寺
執
行
（
挨
拶
）

「
祈
る
こ
と
」
こ
そ
が
、
行
動
と
言
葉
を
生
み
出
す
源

で
す
。
多
く
の
人
と
心
を
一
つ
に
し
、
お
互
い
同
じ
祈

り
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
味
の
有
る
行
動
へ

繋
が
る
と
信
じ
ま
す
。
宗
祖
伝
教
大
師
が
山
上
か
ら
お

祈
り
に
な
ら
れ
た
の
は
、
人
々
の
安
寧
と
争
い
の
無
い

平
和
な
世
界
の
実
現
で
し
た
。
伝
教
大
師
の
祈
り
に
心

を
同
じ
く
し
て
、
こ
こ
で
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
と
共
に

人
々
の
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
て
行
き
た
い
。

５月２０日（土）

１０:３０～ 藤波源信大阿闍梨
１３:００～ 光永圓道大阿闍梨
１４:３０～ 光永圓道大阿闍梨

５月２１日（日）

１０:３０～ 上原行照大阿闍梨
１３:００～ 叡南浩元大阿闍梨
１４:３０～ 叡南浩元大阿闍梨
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